


お買い上げいただきまして誠にありがとうございました。

お買い上げいただきました製品は，厳重な品質管理の

もとに生産されておりますが，万一運般中の事故などに

ともない，ご不審な個所，または破損などのトラブルが

ありましたら，お早目にお買い上げいただきました販売

店または保証書に記載されているサービス窓口にお申し

つけくださいますようお願い申し上げます。

“お願い”

梱包材（ダンボール箱について）

本機を移動して運用するときやアフターサービスのご依頼時

に，本機を梱包している夕、ンボール箱（内外装）を使用します

と，大切な機器を保護するのに便利です。夕、ンボール箱はぜひ

保管されておくことをお奨めします。

本取扱説明書はTR一7900, TR-7950の説明を共通にし

ています。なお内容に相違がある部分については説明を

併記しましたのでご注意くだきい。

なお， TR-7950(45W）をご使用になる場合は， 2級ア

マチュア無線技士以上の資格が必要です。
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1 .今寺 長
・大型LCDディスプレイの採用により，操作状態が容易に確認

できます。また，照明を付けたことにより，見易きが大幅に改

善されました。

・豊富な機能を可能にした新型マイクロコンビューターの採用

1 大容量で21チャンネルのメモリーが可能。

2 プロクラ7 プルスキャン機能

メモリーチャンネルAB聞の周波数帯を 5kHzステップで

スキャンします。

3. タイ 7 ースキャン，キャリヤースキャンの切替え可能

タイマ スキャン：信号のある局でスキャン停止，数秒後

スキャンが再開する機能。

キャリヤースキャン：信号のある局でスキャン停止し続け

信号がなくなるとスキャンを再開する機能。

4. ＇？イクの UP/DWNスイッチによるスキャンのリモート

コントロールが可能です。

5 優先CHの任意指定が可能

21CHの内いずれのCHでも優先CHに指定することができ

ます。また優先CHのモニターが可能なALERT（アラート）

があります。

6. ロックアウト機能付メモリースキャン

21CHの内不要な CHをこのロックアウト機構で指定して

おきますとその CHを飛ぴ越してスキャンします。

7. 2組のベアーCH運用

CH16, CH17とCH18, CH19の 2組です。このベア CH運

用では任意のシフト周波数の設定が可能です。 CH16また

はCH18が受信のときは，送信は CH17またはCH19の運用

周波数となります。またはその逆（送受信）となります。

．キーボードによるタイレクト選局，照明付MEMORYセレク

ターによるメモリー選局およびスキャン選局が可能です。

eHIGH/LOW切替スイッチ付高RF出力： TR7900(10W /lW), 

TR 7950(45W/5W）。

．長寿命（約 5年）のメモリ パックアップ用リチューム電池

内蔵

・CTCSS（トーンスケルチ） オプション

3種類のトーン周波数がプリセットでき，その内 1波をキー

ボードにより選択して必要CHにメモリーができます。

．ビープ音はスピーカーより出力きれ，その音量調整が可能で｝

す0

．良質の送信電波

送信スプリアス ー70dB以下

送信音質ひずみ 3%以下

．センタースト y プ回路内蔵によりスキャンストップは中心周

波数の士 2kHzで停止します。このときセンターチューニン

グインジケータが点灯します。



2.ご使用の前に

内部のコアやトリマーは，調整済みですか

ら，手を触れないでください。

本機をカーヒーターの熱風吹き

出し口に設置しないでください。

＠ 

本機に電源を接続するときに⑥，＠を

間違えないように配線してください。

本機は， 12Vバッテリー用です（消費電流は，

送信時（HI)2.5A以上が必要です）。大型車など

の24Vバッテリーには使用できません。

次のような使用方法をいたしますと，本機の性能を完全

に発揮できないばかりか，故障の原因にもなります。本機

を設置する時，ご使用時には，十分ご注意ください。

夏季炎天下において，長時間駐車後は車内温

度が下がらないうちに送信（ONAIR）しない

で〈ださい。

固定局で運用するときは，湿度の高い所

や直射日光の当る所は避けてください。

・付属品

,, ・,1 、、
，，、、
ジ唱

①ダイナミック型マイクロホン（U/Dスイッチ付）・・・・ H ・.....1個

②車載アングル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1個

アングルアッセンブリー（左・右）・・.........・ H ・－…… 1組

六角スパナ……………...・ H ・－…………...・ H ・－……… 1個

六角穴付ボルト………………………・...・ H ・－－………・4個

ナベネジ（6 ¢，×8）……...・ H ・－……………・……...・ H ・・4個

平ワッシャ（6φ ）...・ H ・.....・ H ・.....・...…………...・ H ・8個

スフ。リング・ワッシャ（6φ ）………………………… 41固

フランジナット（6φ ）...・ H ・－－………………………・・ 4個

③コーム脚...・ H ・－－－…・…・………・……………………… H ・H ・....4個

④DC電源コード（2Pフ。ラグ，ヒューズ付）・........… H ・H ・...1本

⑤予備ヒューズTR一7900(4 A)/TR一7950(IOA)・・・・ H ・－－… 1個

⑥フ。ラグ（外部スピーカー用）・・・・・ H ・－…… H ・H ・－…....・ H ・－… 1個

⑦保証書....・ H ・....・ H ・－－・…...・ H ・...・ H ・・・・・・・・ H ・－……...・ H ・－… 1枚

⑥取扱説明書…・...・ H ・.....・ H ・........・ H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・－… 1冊
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3.各部の名称と動作説明

＠＠  ＠ 

＠ ＠ ＠ ＠ ＠ 

0VOL （音量）ツマミ

電源のONーOFFスイッチと受信の音量調整、ソマミが兼用とな

っています。左に回し切ると電源が切れます。右に回わすにつ

れて音量が増します。

f)SQL （スケルチ）ツマミ

スケルチツ？ミは，無信号時の「ザー」という雑音を消すた

めに使います。通常は時計方向にまわして，無信号時のノイズ

が消えかっC.TUNINGインジケーターが消える位置（スケルチ

臨界点）にセットします。

匡豆国（メモリースキャン，プロクーラムスキャン）をさせる

ときには，このツマミを臨界点にセットするとよいでしょう。

＠ディスプレイパネル

0. TL(NING 

I 3 5 7 9 

・ーーーーーー・
圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・・・・ ~・RF ・圃圃圃圃圃圃圃・・園田・・・

＠ シフトインジケーター：回マーク時は送・受信周波数が同

じです。回マーク時は送信時＋600kHzシフ卜されることを表

示します。また，日マークの時は送信時一600kHzシフトされ

ることを表示しています。

⑥サブトーン設定インジケーター： CTCSS用サブトーン

周波数を設定しますと固のマークがディスプレイに現われま

す。

＠ スキャンインジケーター：スキャン動作中は SCANのマ

ークがディスプレイに現われます。
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＠ ＠＠  

＠ ＠ ＠ 

⑥ 周波数インジケーター：周波数表示を下4桁で行います。

例えば， 145.600MHzの場合5.600と表示きれます。

⑥ ロックアウト（飛ぴ越し） CH指定インジケーター：この星

マークが添付されたメモリー CHはスキャン動作時除外され

ることを表示します。

⑦ メモリー CHインジケーター：どのメモリー CHが使用さ

れているかを表示します。

⑧ CTCSSインジケーター： CTCSS待受時このインジケー

ターが点灯します。

@ C.TUNINGインジケーター：受信状態で，受信周波数の

±2kHz以内に信号が入感したとき点灯します。2kHz以上の周

波数ズレ（同調ズレ）があるときは，スケルチが開いて音声

が聴こえても点灯しませんから，相手局の周波数に正しく合

わせ直して下さい。

なお，スケルチツマミを反時計方向にまわしてスケルチ開放

状態にしますと，無信号時にも点灯します。

① CALLインジケーター： CALLスイッチを押して優先CH 

使用中このインジケーターが点灯します。

① S/RFインジケーター：受信入力信号の強き（ s）および

送信出力（RF）を表わすLEDレベルメーターです。

＠キーボード

このキーボードは16のキーより構成され各々のキーを操作し

ます。有効なキーを押すとピッというビープ音を発し操作の確

認ができます。

・回一固キー（数字）

設定する任意の周波数に合わせて，下4桁の数字をキーで設

定します。例えば， 144.500MHzの設定ではキーを圃，園，

固，固の順に押します。また，サブトーンの設定では固，圏

直のキーで任意のサブトーンを設定します。

・国キー

送信周波数を土600kHzシフ卜するときに使用します。



・固キ一

指定する優先 CHを設定するとき使用します。

・固キー

メモリ－ CHスキャン操作で，一時不用なメモリー CHを除

外するとき使用します。不用メモリー CHの左側に星が現わ

れます。

・因キー

キーボードでのスキャン命令を行うとき使用します。

．回 キ一

周波数，オフセット周波数およびサプトーンの設定をメモリ

ー CHに書き込むとき使用します。

・回キ一

周波数の設定を途中で解除するとき，スキャン動作の解除を

行うときこのキーで操作します。

00N AIRインジケーター

送信時に点灯します。

0MEMORY （メモリー）チャンネルセレクター

任意のメモリーチャンネルにメモリーするときまたはそのメ

モリーを呼び出すとき使用します。メモリーチャンネル数は，

CH1-CH19とCHA, CH Bを含め合計21チャンネルです。

なお， CHAとCHBは任意の周波数帯を設定しその周波数帯を

スキャン操作するとき使用すると便利です。詳しくは11頁キー

ボードによるプログラムスキャンを参照ください。

0MIC （マイク）コネクター（ 8ピン）⑦

マイクロホンの接続端子です。周波数アップダウン用の入力

と， PTT入力回路がついています。

なお， 7 イクコネクターの内部接続図は下図の通りです。

トーンスケJレチ用⑥
アース線

MIC端子〔正面パネル側〕

0CTCSS （トーンスケルチ）スイッチ

③DOWN 

②STBY(PTT) 

トーンスケルチを動作させるとき，このスイッチを押込みま

す。 TONEスイッチによりトーン周波数が設定きれているとき，

マイクロホンをマイク掛けに戻すとトーンスケルチ機能により

ミューテイングが働きます。同時に CTCSSインジケーターが

点灯します。（但しTSU-1装着時）

0TONE （トーン）スイッチ

トーン周波数を設定するときこのスイッチを押します。 LCD

には FOの表示が現われます。 3つのトーン周波数が設定でき，

その選択はキーボードのキー 1, 2, 3でそれぞれ行います。

トーン周波数の設定を解除する場合は，キーボードのキー0を

押します。なお， トーン周波数が設定されますと， LCD上に国

のインジケーターが現われます。

⑪ HIGH/LOWスイッチ

通常の位置（且）でハイパワー，押して（且）ローパワーになり

ます。

⑪SCAN （スキャン）スイッチ

このスイッチはスキャン動作をコントロールするとき使用し

ます。スキャン動作のコントロールにはタイマー操作とキャリ

ヤー操作があります。通常位置TO（且）ではタイマーコントロ

ールされ，押込んだ位置 CO（且）ではキャリヤーコントロール

されます。なお，タイマーコントロールの場合は， リジューム

時聞がおよそ 1-10秒の範閤で調整が可能です。

.ALERT （アラート）スイッチ

設定した優先チャンネルが使用中か否のモニターをするスイ

ッチです。使用中の場合，ピッピッと 2度スピーカーより音が

でて知らせます。また，優先チャンネルの指定をするときもこ

のスイッチを押込んだまま国キーを押します。

.. CALL （コール）スイッチ

最優先で指定メモリーチャンネルにセットきれた周波数を呼

び出すスイッチです。

注意：このスイッチが使用きれているときは他の機能は動作し

ません。スイッチを解除した後他の操作を行ってくださ

し、。

⑪SELECT （セレクト）スイッチ

このスイッチはキーボード操作かメモリーチャンネル操作か

を選ぶとき使用します。スイッチが KEYの位置ではキーボー

ド操作です。スイッチが M.CHの位置ではメモリーチャンネ

ル操作です。
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＠ 

eANT （アンテナ）

M形アンテナ端子です。インピーダンスは50Qです。

⑪DC （直流）電源端子

DC電源入力端子です。付属の電源コード（プラグ付）をお使

いください。基準電圧は， 13.BVです。＋（プラス），ー（？イナ

ス）の極性に注意してください。

eEXT. SP （外部スピーカー）端子

外部スピーカ一端子です。イジピーダ、ンスは 8Qで使用しま

す。外部スピーカーを使用するときは，付属のプラグを使用し

てください。

8GND端子

TSU-I（オプション）装着時？イク掛けからのケーブルをこ

の端子に接続します。

6 

＠ 

＠ 

＠＠  

41)UP/DWN （アップダウン）スイッチ（マイクロホン）

それぞれのスイッチには 3つの操作機能があります。

1）一度押す毎に 5kHzづつ表示周波数を繰り上げたり繰り下

げる機能。

2）スキャン動作を開始させる機能。

3）強制的に任意周波数まで周波数を繰り上げたり繰り下げる

早送り機能。

⑩ PTT （送信）スイッチ（マイクロホン）

このスイッチを押すと送信状態になります。なお，スキャン

操作中このスイッチを一度押しますと，スキャン操作が解除さ

れますが送信状態にはなりません。



4.ご使用に当って
本機の接続方法を図 1に示します。それぞれの用途（車載・固定）に応じて正しく接続してくだきい。

図 1 接続方法

｜固定で使用する場合｜

• PS-21 (TR-7900用電源）

• PS-430(TR-7950用電源）

の外部電源をご用意くだ

さし、。

バッテリ一端子から直接電源

をとるのが良い。

その他のとり方は 9頁を参照

してください。

この接続は15頁を

参照してください。

同軸ケーブJレ

TR-7900まTこは：TR-7950

民事》

車載のアンテナは S頁を参照してください。 一
合
一

一
場
一

旦
拍
一
る
一

件
一
す
一

S
一
載
一

一車一

図 2 M型 コ ネ ク タ ー の 取 付 け 方

同軸ケープルについて

｜←25mm寸
滋綴織線機議議機襲撃機議議機織灘綴議議議鱗談議事議畿緩鱗韓

外被をナイフ、カッタ一等で切 η取る

（編組線をきずっけないようにすること）

ハンダがの町やすくな円ます）

同軸ケープJレは， トランシーパーの高周波出力を

アンテナへ，また外部信号をトランシーパーへ伝え

るためのものです。特に， 144MHz帯にもなりますと，

同軸ケープルのm失の影響が無視できなくなります。

固定局で使用する場合，同軸ケープルの長きが長く

なりますので，打i失の少ない（太い）同軸ケープルを

最短匝離で使用してください。

例えば， SD 2Vを20m使用した場合（ SWR=lの場

合）， lOWで送信しでも，同軸ケープルの打i失のため

減衰して，実際にアンテナからは， 5-6Wしか出てい

きません。またこの場合は， SWR=lの理想状態で

あり， SWRが 2以上になりますと．おi失はさらに増

加します。同軸ケープルはできるだけ，8D-2V,lOD 

-2V等をご使用ください。

同軸ケープルの見方（8D-2Vの場合）

ナイ 7、カ Y 9一等

で、絶縁体を切円とる。

（ニyパ一等で行うと、

芯線をキズつける恐
（ポリエチレン絶縁体をキズっけないように） I mm ，／〆れがあ円ます）

制問問叩欄叫」←芯線

同
事務畿護機議機線機綴緩畿線議幾畿談議議機欝E璽璽＝＝＝＝コ

ナイフ、カッタ一等で編組線を切円取る／ノ

ハンダ付する、ハンダをよ〈流L込み、確実にと町つけること。

（熱しすぎて、絶縁体をとかさないようにしてください。）

カップリング
ハンダイ寸

8 外部導体の概略内径

D 
特性インピーダンスの種類を表す。

D・・・・・・50Q c .. ，…75Q 

2 絶縁方式を示す。2…ポリエチレン絶縁形

V 
V…一重外部導体編組＋塩化ビニール

W…二重外部導体編組＋塩化ビニール
（先にケープルを通しておいて〈ださい。方向4宣があ町ますから，主意して〈ださい。｝
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4-1 モービルで運用する場合
・アンテナの取付けについて

2m帯の車載用アンテナは，各種のものが発売されておりま

す（図 3C参照）お好みのものをお選びください。

注）モービルアンテナは，図 3Cのように，車のボディーにア

ンテナの基台を接地する必要があります。アンテナの取扱

説明書に従って，しっかりと確実にとりつけてください。

・電源のとり方について

バッテ 1）一端子へ直接コードを接続してご使用ください。ま

．取り付ける場所について

図 3Aのように，助手席または運転席のダッシュボード下，

コンソールボックスの横等に，付属の車載アングルで取り付け

ます。車載アングルの取り付け方は，図 3Bを参照してくださ

し、。

特に電子燃料噴射装置を使用した車種の場合は，本機とそれ

らの装置とは可能なかぎり離して取付けてください。

一
法
一

一
方
一

一
定
一

一国一
一
の
一

－E
恥・一

一
グ
一j
 

一セ一

一

A

一

コンソールボックス

ダッシュポード下の金属の板に穴
をあけて付属の取付ピス，ナット
でしっかり固定します。

［三

アンテナ基

この部介は，塗装
して，電気的に車のポァ
イーへしっかりとアース
する。

議室戸卓学
揺さ忌革委長
フロントフェンダ一式 トランクリッド式

2m用モービJレアンテナが，各種発売さ
れております。

図 3 モービル車載の場合

フランジナット
ボデー

Is 車載アングル取付方法｜

車載アングJレを取り付けます。

車
載
ア
ン
グ
ル

＼ご＼平ワッシヤ

ボJレト ＼スプリングワッシャー

レバーは上げておく，悶
4・IEl::I二白L「ー

アングJレにセットを入れます。 」~
31 

応－t舟ずj，レバ－1下押していを臨ます。

N ～占~ Ir. 

じ三宮 I .,. 

角度を調整したωち，付属の六角棒スパナでボルト（4ヶ所）を完全にしめます。

lo 同軸ケーブルの引き込み方｜

クッションが柔かい材質で
あればそのまま引き込みも一一ヨj

できます。（ただレ，雨が同
軸ケーブJレを伝って，流れ
込むことがあります）

．ドアのステップをはずして，

その下を通す

．ボンネットから引き込む
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た，電源コードは必ず付属のヒューズ（TR-7900・4A/TR-

7950・lOA）入りコードを使用してください。シガーライター

プラグを使用しますと，電源の接続が不安定になり，性能が保

持できません。特に TR7950には，大電流（約9.5A）が流れま

すので車種によって電源のレギュレーションが悪くなり正常な

動作をしなくなります。

．マイコンパックアップ用リチウム電池について

本機にはマイクロコンビューターのパックアップ電源として，

リチウム電池が内蔵されています。従って，本機の電源スイッ

チをOFFにしたり，電源コードを抜いてもメモリーは保持され

ます。同様に停電時も心配ありません。

リチウム電池の寿命は約5年です。パワースイッチを ON-

OFFする際に周波数の表示がおかしくなった場合には，セット

底面のリセットスイッチ（頁16図16参照）を押してください。

7 イコンがリセットされて，正常な周波数が表示きれます。（但

し，この場合メモリーは全て消えます。）

リセットしでもなお周波数の表示が正しくない場合は， リチ

ウム電池の寿命を示していますので，お早目に交換してくだき

い。また電池は定期的に交換していただくことをお進めいたし

ます。

注）マイコンパックアップ用リチウム電池の交換は，必ずお買

い求めていただいた販売店又は最寄りのサービスステーシ

ョンで行ってください。

．イグニッションノイズについて

本機はイグニッションノイズについて十分な配慮がなきれ

ていますが，車種によってレベルの大きいノイズを発生するこ

とがあります。

このような場合には抵抗入りスパークプラグなどを使用する

ことをご検討ください。

4-2 固定で運用する場合

・電源について（図 4参照）

TR一7900には当社のPS-21をTR7950にはPS-430を使用さ

れることをおすすめします。

．アンテナについて｛図4参照）

固定用アンテナは，数多くのメーカーから発売されておりま

す。スペース，主な用途（DX，ローカルQSO）によって選択し

てください。アンテナ系は，アンテナ給電部でSWR=l.5以下

でご使用くだきい。 SWRが極端に悪い場合，本機の保護回路が

動作し，送信出力が抵下します。

図 4 固定の場合

1 PS-21/PS・430を使用の場合

八木アンテナをスタック
（積重ね）した例

コントローJレケーブJレ

｜電源の使い方｜
2他の直流安定化電源を使用する場合

PS-21 
PS-430 

固

｜アンテナの設置例｜

グランドプレーン
アンテナ

DC安定化電源基準電圧は13.BV

トランシーパーの性能は．使用するアンテナの性能により，

電流容量はTR-7900は4A以上

TR-7950はIOA以上

注）電圧が12-16Vの範囲を
可変できるものが良い。

．保護回路が内蔵されたもの
が良い。

Xバッテリー充電用の電源は
使用できません。

本格的なアンテナ

大きく左右されます。固定用アンテナとしては，グランド附
プレーンアンテナ（無指向性アンテナ）や．八木アンテナ
（指向性アンテナ）があります。
遠距離通信（DX）や，特定の相手との交信には．八木アンテ
ナ（指向性があり．利得がある）が適し，ローカル局のよう
に近距離の交信には，無指向性アンテナが適します。

TRー7900
TR-7950 

～」』~ J 二二戸」二、一

アンテナ
咽圃．

＋グランド
プレーン
アンテナ

（八木アンテナとグランドプレーンアンテナを
切替えて使うと便利です。）
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③ SELECTスイッチをKEYの位置にセットします。

④ キーボードのキーで任意の周波数を設定します。

⑤ キーボードの図キーを押してください。これで周波数の

書替えが完了です。

5-5 スキャン操作のしかた

スキャン操作を始める前に，運用目的に合わせてスキャン動

作を予め選択しておきます。 SCANスイッチを TOの位置にセ

ットしますとタイマースキャンとなり， coのイ立置にセットしま

すとキャリヤースキャンとなります。

・キーボードによるメモリースキャン操作（図 7参照）

① SELECTスイッチをM.CHの位置にセットします。

② 国キーを押しますと，表示されているメモリーCHから大

きい数字のメモリーCHへとスキャンします。このとき，マイ

クロホンの DWNスイッチを押し続けますとその問スキャン

方向が反転します。DWNスイッチを解除しますとスキャン方

向が元に戻ります。UPスイッチを押し続けますとその間スキ

ャンテンポが速くなります。

③ スキャンを解除するときはj ーボード、の白キーを押し

ます。マイクロホンで行うときは， PTTスイッチを一度押し

ますと解除になります。

．マイクによるメモリースキャン操作（図 8参照）

① SELECTスイッチをM.CHの位置にセットします。

② 1秒以上UP（またはDWN）スイッチを押し続けますとス

キャンが開始され，メモリーチャンネル数字の大きい方向に

スキャンします。このときDWN（またはUP）スイッチを一

度押すだけでスキャン方向が反転します。

③ スキャンテンポを速めたいときは，スキャン方向に合わせ

てそれぞれUP（またはDWN）スイッチを押し続け任意のメ

モリーCHに合わせます。

④ スキャンを解除するときは， PTTスイソチを一度押すかま

たはキーボ ドの白キーを押してくだきい。

・キーボードによるプログラマプルステップスキャン（図 9参照）

① SELECTスイッチをKEYの位置にセットします。

② 巨ヨキーを押しますと， CHA にメモリーされている周波

数から CHBにメモリーされている周波数に向かつて 5kHz

ステップでスキャンします。このとき 7 イクロホンのDWNス

イッチを押し続けますとその間，スキャン方向が反転します。

DWNスイッチを離しますとスキャン方向が元に戻ります。

UPスイッチを押し続けますとスキャンテンポが速くなりま

す。

③ スキャンを解除するときは， 7 イクロホンの PTTスイッ

チを一度押すかまたはキーボードの白キーを押してくださ

し、。

自①M.CHに

セット O

~押すとスキャン
開始。

③押すとスキャン停止。

図 7 キーボードによるメモリースキャン？呆イ乍

③ 
十甲すとスキャン
が停止する。

① 
卜ランシーノてーのSELECTスイッチを
M.CHにしておく。

② l秒以上押し続けると
戸ームー「 スキャン開企畠。
まfニは

図 8 マイクによるメモリースキャン

③ ②押すと
押すとスキャン CHA, CHB 

が解除。 聞のスキヤン
マイクでも可能。 を開始。

図 9 キーボードによるプログラマプルステップスキャン
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．マイクロホンによるステップスキャン（図10参照）

① SELECTスイッチをKEYの位置にセットします。

② 1秒以上UP（またはDWN）スイッチを押しますと，表示

されている周波数から上限 145.995MHz （または下限 144.0

MHz）に向ってスキャンが開始されます。このとき DWN（ま

たはUP）スイッチを一度押しますとスキャン方向が反転します。

③ スキャンテンポを速めたいときは，任意のスキャン方向に

合わせてUPまたはDWNスイッチを押し続け希望周波数に合

わせます。

④ スキャンを解除するときはPTTスイッチを一度押すかまた

はキーボードの固キーを押してください。

．スキャン停止（解除）

スキャンが停止する操作は下記の通りです。操作性によりお

使い分けくだきい。

① 電源を切るとスキャンは解除されます。

② キーボードの巨］スイッチを押します。

③ ？イクロホンの PTTスイッチを一度押す。

④ PRIORITY ALERTスイッチを押込みます。

⑤ PRIORITY CALLスイ yチを押込みます。

⑥ SELECTスイッチを切替えます。

上記それぞれの操作でスキャンが停止します。

・メモリースキャン時のロックアウト操作（図II参照）

ロックアウトとは，メモリー数 21CHの内一時的に不要なメ

モリー CHの周波数をスキャンすることなく除外（ロ y クアウ

ト）して残りのメモリー CHをスキャンする方法です。ロック

アウト CHの設定方法は下記の通りです。

① SELECTスイッチをM.CHの位置にセットします。

② MEMORYセレクターを回わして，除外したいメモリーCH

に合わせます。

③ キーボードの固キーを押します。星印がCH数の左倶uに現

われそのCHがロックアウトされることを表示します。

④ ロックアウトを解除するには任意の星印付きメモリー CH

をMEMORYセレクターを回わして呼び出します。

⑤ 囲キーを押しますと添付星印が消えスキャンされること

を表示します。

5-6 優先チャンネルの設定方法（図12参照）

21チャンネルの内いずれのメモリーCHでも優先チャンネルに

指定することができます。設定方法は次の通りです。

① SELECTスイッチをM.CHの位置にセットします。

② PRIORITY ALERTスイッチを押込んておきます。

③優先チャンネルに指定するメモリ CHにMEMORYセレク

ターで合わせます。

④ 巨ヨキーを押しますと表示CHが優先チャンネルに指定き

れます。

12 

② 
押すとスキャン解
除ロ

または， UP/DWN

を同時押ししても
よい。

①本機のSELECTスイッチをKEYにセット

② l秒以上押し続けると
~一、スキャン開始。

まTこは

図10 マイクによるステップスキャン

押すとディスプレイ③
上に星印が現れロッ
クアウト設定終了。

図11 飛越しスキャン

④押すと優先チャンネJレ ③任意チャンネJレ

が指定される。 いこ合わす。

②押込む。 ①M.CHに

セット。

図12 優先チャンネルの設定



5・7 PAIR（ベヤー）チャンネルの運用方法

本機のベヤーチャンネルはCH16-CH17とCH18-CH19の2組

です。例えば， 1MHzのシフト周波数をCH16CH17に設定して

みましょう。

① SELECTスイッチをM.CHに合わせます。

② MEMORYセレクターツ7 ミを回わしCH16に合わせます。

③ SELECTスイッチをKEYの位置に切替えます。

④ キーボードのキ を固，圃，固，団の順に押しますと，周

波数は144.600MHzと設定されます。

⑤ キーボードのキ－ [3Jを押しますと CH16に144.600MHz

がメモリされます。

⑥ 手順①～⑤の要領でCH17に145.600MHzをメモリします。

⑦運用時は SELECTスイッチをMCHに合わせ， MEMORY

セレクタ をCH16（または CH17）に合わせます。この場合，

CH16 （または CH17）の周波数 144.600MHz （または 145.600

MHz）が受信周波数になります。また，マイクのPTTスイッ

チを押して送信状態にしますと CH17（またはCH16）の周波数

145. 600MHz （または144.600MHz）が送信周波数になります。

⑧ CH18, CH19のペヤー運用も上記と同じてす。同じ要領で

任意のシフト周波数を設定してください。

5-8 タイマースキャンの調整方法

本機タイ 7 ースキャンのホ ルド時間は，出荷時約 5秒に調

整されています。このホールド時聞は，つぎの要領でおよそ 1

-10秒以内で設定が可能です。

① SCANスイッチをTOの位置にセットします。

② スケルチツ7 ミを反時計方向に回わしスケルチを開放しま

す。

③ SELECTスイッチをM.CHの位置にセットします。

④ キーボードの困キーを押しスキャン操作をします。

⑤ 図14を参照して， PC板 X53 1280 01の半固定ボリューム

VRlを調節し好みのホールド時間に合わせてくだきい。

5-9 ビープ音量（ピッ音）の調整方法

ビープ音はVOLコントロールを時計方向に回わすにしたが

い大きくなりますが，基本レベルの調整によりさらにビーフロ音

量の加減が可能です。要領は下記の通りです。

① VOLコントロールて、通常おききになる音量に調節しておき

ます。

② キーボードのキーいずれて”も押してみます。好みの音量に

なるよう PC板 X55 1330 01の半固定ボリュームVR3を調整

します（図13を参照ください）。
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6.CTCSS（トーンスケルチ〉の運用方法

6-1 CTCSSとIま

多くの局が運用している同一チャンネルで特定の局が入感し

たときのみその局の音声が受かり，他の局では受からない選択

呼出し方式の一つです。特定局の選別は67.0-250.3Hzの特定

周波数け2ブトーン）を相互に約束します。送信側では音声信号

と共にサブトーン信号を連続変調します。受信側では復調出力

の中からサプトーン信号の有無を判定し，あらかじめ定めた周

波数のサプトーン信号を検出したときのみその局の音声がきこ

えます。

一般のトランシーパーに上記の機能を備えるため，送信側に

付加するものをエンコーダー，受信側に付加するものをデコー

ダーと呼びます。本機のオプション TSU-1は，エンコーダー

／デコーダ一両方の機能を持つLSI, MX325（米国MX-COM社

製）を使用したCTCSSユニットです。 MX325は6ビットのサ

プトーン周波数設定端子を持っており 67.0-250.3Hzの聞で37

波のトーン周波数を選ぶことができます。 TSU 1には， 3波

をプリセットするダイオードマトリクスを備えています。ダイ

オードマトリクスのプリセット方法は， 17頁をご参照ください。

なお，実際にどのトーン周波数で運用するかは，キーボードで

操作します。

。 。

⑮④  

TSU-I 

の装着

図13 表面基板

14 

6-2 ユニット基板の取付け

① TR-7900/TR 7950の上下カバーを外します。

② 図13表面基板に示すようにTSU-1を取付けます。

③ 図13に示す接続待ちリードプラグ＠，⑮を TSU 1に図が

示すようにそれぞれ差し込んでください。

④ TSU 1のリード線束を図14裏面基板X53-1280-01が示す

ようにジャック（J5）に接続します。

⑤上下のカバーを元通り取付けてください。

。 。
圏

固

e e X!50・1900-10

亡二二コ ． ． 
〔
凶 Eコ
「~ヲ d・

~凋而嗣巳コ
VR1 

♂ liJスキャン
リジュー

ムの調整

E二コ。
リチウム

電池

X!53・1280-01

。

図14 裏面基板



6-3 マイク掛けの接続

TR-7900まT二（；J:TR-7950

マイク掛け（TSU-Iに付属）

マイク

CTCSSの運用では
この接続をしてくだ
さL、。

図15 マイク掛けの接続

6・4 サブトーンCHの設定

① TONEスイッチを押します。表示板には FOの表示が現わ

れ， トーン CHの設定待ちとなります。

② キーボードのキ一回，固，園のうちいずれかを押し任意の

トーン CHを設定します。

③ TONEスイッチを押し周波数表示状態に戻します。これを

しませんと送信状態に移れません。

注 意 1：サブトーンの設定を解除するときは， TONEスイッチ

を押し，キー固を押して表示を FOに戻します。もう

一度TONEスイッチを押して周波数表示に戻してくだ

きし、。

注意 2；サブトーンを設定した後周波数を動かしますとこの設

定が解除されます。またメモリー CH運用では，メモ

リーに書込まない限り， CHを切替えますとこの設定

が解除されます。

6-5 使用方法

①エンコーダ動作：

表示板に固表示が現われているとき送信を行いますと，サブ

トーンにより変調されます。

② CTCSS（トーンスケルチ）待受け動作：

表示板に国農示が現われているとき， CTCSSスイッチの操

作により待受け動作にすることができます。

CTCSSスイッチを押込んで7 イクロホンをマイク掛けに戻

しますとトーンスケルチによる待受け状態となります（CTCSS

インジケータ一点灯）。送信時マイクロホンを7 イク掛けから外

すと自動的にトーンスケルチは解除され，通常のノイズスケル

チのみが動作します。この機能によりそのチャンネルに他の運

用局があるかどうかを確認することができます。

6-6 ダイオードマトリクスの設定

トーン周波数の調節は下表に基づいて行ってください。 0印

は夕、、イオ ド有。×印はダイオード切断。

トーン周波数（Hz)
D01 

ダイオードマトリックス

D02 Do, Do< Dos D°' 

67.0 X X × × X × 

71. 9 × 。 X X × X 

74.4 × × 。 X × × 

77 .0 。 。 〉く X X X 

79. 7 X × × 。 X × 

82 .5 × 。 。 X X × 

85.4 X X 。 。 × × 

88.5 。 。 。 X × X 

91. 5 × × X X 。 × 

94.8 × 。 X 。 × × 

I 00. 0 。 。 × 。 X X 

I 03. 5 X 。 。 。 X X 

107. 2 。 。 。 。 X X 

110. 9 × 。 × × 。 × 

114. 8 。 。 × X 。 X 

118. 8 × 。 。 X 。 X 

123.0 。 。 。 × 。 × 

127.3 × 。 X 。 。 × 

131 .8 。 。 X 。 。 × 

136.5 × 。 。 。 。 × 

141.3 。 。 。 。 。 X 

146.2 X 。 X × × 。
151 .4 。 。 〉く × × 。
156. 7 × 。 。 X × 。
162.2 。 。 。 × X 。
167.9 X 。 × 。 X 。
173.8 。 。 X 。 X 。
179.9 × 。 。 。 X 。
186.2 。 。 。 。 X 。
192 .8 × 。 × × 。 。
203.5 。 。 × X 。 。
210.7 X 。 。 × 。 。
218. I 。 。 。 × 。 。
225.7 X 。 X 。 。 。
233.6 。 。 X 。 。 。
241 .8 X 。 。 。 。 。
250.3 。 。 。 。 。 。
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7.その他
運用に当つてのご注意

電波を発射する前に JAIA 

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数

があり運用きれています。これらの無線局の至近距離で

電波を発射するとアマチュア局が電波法令を満足してい

ても，不測の電波障害が発生することがあり，移動運用

の際にはじゅうぶんご注意ください。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわず必要

な場合は管理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車輔内，業務用無

線局及び中継局周辺等。

参考無線局運用規則第9章アマチュア局の運用

（発射の制限等）

第258条

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線

局の運用又は放送の受信に支障を与え，若しくは

与えるおそれがあるときは，すみやかに当該周波

数による電波の発射を中止しなければならない。

以下略

TR 7900 /TR 7950について説明してまいりましたが，次の

ことを留意され快適な運用をお楽しみください。

最近アマチュア局の運用で特に都会の人家密集地帯等での運

用が，時としてテレビやラジオ，ステレオ等に対する電波障害

を生じ，社会的問題となる場合が見うけられます。もちろんア

マチュア無線局側にすべての責任があるわけではありません。

機器メーカー側と致しましでもスプリアス等の不要輯射の発射

を極力減らし，質の良い電波の発射ができるように念入りに調

整検査を行って出荷致しております。もし万一，本機を使用し

て運用中に上記の電波障害を生じた場合には，次の事項に注意

して対処され，正しく楽しい運用を行なわれるようお願い致し

ます。・アマチュア無線局は，自局の発射する電波がテレビやラジ

オ，ステレオ等の受信や再生に障害を与えたり，障害を受け

ている旨の連絡を受けた場合には，電波法令（運用規則 258

条）に従ってただちに電波の発射を中止し障害の程度，有無

を確認してください。 VH F帯機器では一般放送用ラジオに

対する混信妨害は殆ど見受けられません。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合には，

送信側の原因か受信側の原因か大体の見極めをつける必要が

あります。見極めをつける場合にはかなり専門的知識を要す

る場合もありますので，次のようにして処置を取られるのも

一方法と思います。

16 

① 送信機が明らかに発振等の異常動作をしている場合は，寄

生振動やスプリアスの発射がふえ，送信側からの障害もふえ

ますので，このような場合にはもよりのトリオ通信機サービ

ス窓口にて修理を申しつけられるようお願いします。

② 受信側での原因による障害の場合は，その対策は単に技術

的な問題に留まらず，ご近所での交際上もなかなか難しい場

合が見受けられます。従って，このような場合も総合してア

マチュア局による電波障害問題については JARL（日本アマ

チュア無線連盟）ではアマチュア局側の申し出により，その

対策と障害防止の相談を受けますので， JARLの監査指導委

員またはJARL事務局に申し出られると良い結果が得られる

と思われます。 JARLではアマチュア局の電波障害対策の手

引きとして「TV I・ステレオ I対策ノート」を有料 (1部

50円干70円）で配布しておりますから， JARL事務局に申し

込まれるのも良いと思います。

日本アマチュア無線連盟（JARL)

東京都豊島区巣鴨 1ー 14 2 

電話番号 (03)947-8221代

干 170

． 
⑨ 

日田町
田町 m山

川
ω

。
~リセット用穴

図16 マイコンリセットスイッチ



8.申請書の書き方
I TR・7900タイプを申請する場合｜

TR-7900で，アマチュア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上．申請してください。

また， TR7900は， JARL登録機種ですから，保証願に登録番号T61を記載することにより，送信機系統図を省略することができます。

無線局事項書 保証願
21希望する圃i度数伺艇囲．空中輔電力．電i底的型式

圃捜数帯 空中線電力 電 i底的型式 22工事設計 串 1 送信機 串2送信機 無 線 股 ． 
‘ 144 M : 10 W , F, • 尭射可能主 電植の型式

電撞町閉式．
周波数回範 144MH，帯 F, 
囲

；号｜
希望する周撞数帯 ｜華甲努 電？底的型式 希望する周波量帯

144 MH, 10 W F, MHz 

MH, w MHz 
聖調町 MH, w MHz 

1・

りアタタンス壷調
市 式

MH, w MHz 

MH, w MHz 

M57711×l × MH, w MHz 

1 ・ ｜恒入力 10.SV 17W V w 
MHz w MHz 

MHz w MHz 

議問E 調臨

送
送信機番号 範量射囲可ま能たはな電畳録櫨向番号型式若及しび〈周は機雄種教師名

'. その他工事設計 電i度法第3章に蝿定する条件に合致している固 車 1送信機 T61 

・※使用する送信空中線の型式を記入してください。
信 車2送信機

事3送信機

機 事4送信機

事5送信機

量付回置｜ 口送信機系統図 ｜ そ町他的工事設計

I TR-7950タイプを申請する場合｜

第 2級アマチュア無線技士以上の資格をもち， TR7950タイプで申請される場合は， JARL保証認定を受けられませんので，直接

各地方電波監理局へ申請してくださいロ

無線局事項書
21希望する闇i度数の範闘．空中棉電力．電雄的引式

四諸世帯 '1c中輔電力 電 j庄内 I＇＇式 22 r.事設け

144 M 45 W • F, • 尭射可能主
屯波町司，，式ー

周i度位向範

拘l

変調円

'. '. 
}j .it 

！・
’ 

電圧・へ力
'. 

r崎毛f町，i'i内lっ，）（’ 

'. '. その岨工事設け

・※使用する送信空中線の型式を記入してください。

TR-7900 
送信系統図

TR-7950 

選局

車 1 迭 f,t 機 串2;;,u機

竜波町刑式

144MH，帯 F, 

リアクタンス変調

M57726X I 〉イ

13.0V 78W V w 

司肱

置法法草3章に地’ょする量｛？に ｛；世Lている

（；主 I）励振増幅
TR-7900 2SG2588 

TR-7950 2SG3019 

（注 2）電力増幅
TR-79日目 M5771 I 

TR-7950 M57726 
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9.アクセサリー
本機をより有効にご使用いただくために，次のようなアクセ

サリーが用意きれております。

・トーンユニット TSU-1 

CTCSS（トーンスケルチ）運用に使用します。

TSU-I 

・固定局用 DC安定化電源 PS-21 

TR 7900にマッチした直流安定化電源です。出力端子のショ

ートおよび過大電流からセットを守る保護回路を内蔵しており

ます。

PS-21 

18 

．モービルスピーカ－ SP-40 

特に車載用として設計されており，カーインテリアに7 ッチ

したデザインの低歪率，高性能スピーカーです。

小型，軽量かつ堅牢て、マグネソト吸着方式（ネジ止めと併用）

を採用しておりますので取付自由度が飛躍的に向上しました。

、、ι

SP・40

・固定局用DC安定化電源 PS-430 

TR 7950に7 ッチした直流安定化電源です。 TRー7950と組合

せて使用することにより，快適な固定局運用が楽しめます。

TR一7900にも使用できます。

PS-430 



Dl,2,15噌 '7

Z0,21 ,., ••• 
3,4 I刷IIO
18 WZ-12。
t・，xz・00。

一一一一一一一一一ー一一一一一ーー」「
－
－

4

。，..，悶置C27871U O I XZ-0515 

..九，IO,I’， , .. 11220・...』SIIUHI
州民包置C266BIY)

4 ISV!IO 
0 MC同S回目..
..陶:2SC揖国旬日
7,0 : 2SC22401G岡
9 2SJ(l25 

12 鱒Cl45115(P)

眠時＂＇昌 Cl7百回
20 :2SAIO悶IY】

21 白，e，田
22 2SC2347 

23 :2SC3019 
，.・ 2SC2538

回 路 図
一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一「

」一一一一一一

一一一一一－0 I NJM 7BL061C Q 7 TC4。刊固P I 

2 2SA 10481YI IOI TC4。，4SP I 
3 TC 4049 BP 102 TC40t IBP • 
4 pPD750・C-017DI・.....0101 
S TC4050BP 1S1SSS 
6 MC 1466BCP 4 XZ-043 

10. 
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12.定 格
．ご注意：定格は技術開発に伴い変更になる場合があります。

〔一般仕様〕

使用半導体数マイクロコンビューター 1個

周 波 数 範 囲

電 波 型 式

使 用 電 圧

接 地 方 式

使用温度範囲

消 費 電 2涜

無信号受信時

送 f言 時（HIGH)

(LOW) 

寸法｛突起物を含まない）

TR-7900 

TR-7950 

（突起物を含む）

TR-7900 

TR-7950 

重 量 TR-7900

TR-7950 

I C 181固

FE  T 51固

トランジスタ 42個

ダイオード 59個

144.0-146.0MHz 

FM(F3) 

13.SV ±15% 

マイナス接地

20℃一＋50℃

TR-7900 TR-7950 

0.5A 0.5A 

3.0A 9.5A 

約 l.OA 約 3.0A

幅64×高さ175×奥行206（皿）

幅64×高き175×奥行220(mm)

幅65×高き176×奥行222(mm)

幅65×高き 176×奥行236(mm)

1.8kg 

1.9kg 

〔送信部〕

送信 出力 TR7900 TR 7950 

HIGH lOW 45W 

LOW 約 l W 約 5 W

変 調 方 式 リアクタンス変調

周波数許容偏 差土15PPM以内（ 10℃ー＋50℃）

最大周波数偏移± 5kHz 

不要 轄射 HIGH ー70dB以下

LOW -60dB以下

変 調 歪（60%) 3 %以下（300Hz～ 3000Hz)

〔受信部〕

受 f言 方 式 ダブルスーパーヘテロダイン

中 間 周 波 数第11F 10.695MHz 

第2lF 455kHz 

受 f言 感 度 (12dBSINAND) 

0.2μV以下

(0.511V入力時のS+N/N)

30dB以上

選 択 度 ( -6 dB) 12kHz以上

( -60dB) 24kHz以下

スプリアスレスポンス 70dB以上

ス ケ ル チ 解 放 感 度 0.16μV以下

スキ ャン 停止 レベ ル 0.2μV以下

ffi: 周 波 出 カ （ひずみ率5%時） 2.0W以上

③TRIO  
・トリオ株式会社

本 社東京都渋谷区渋谷 2 のりの 5 シオノギ渋省ビル干150

お買い上げ後のサービスのご相談は，通信機サービス窓口， または購入店をご利用ください

その他商品に関するお間合わせは，お客様相談室をご利用ください。

。25311 PRINTED IN JAPAN 850 4017-00/01 
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